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A一田 ’．48　：　／．　；　亘．／　：3㌃ 32ク フ　’ コンフll一ト（砂利
ノ曽フィン被覆）
4－lv ク．4r　8　：　　／　　：　⊃・　：　　ク 一 一 モルタル
B－1 プ2ρ：　／　1　　・’・　　z 一 一 ニートセメント
B－∬ ’．4∠「：　　／　：　　ク　：　　乙 一 一 〃
9一皿 ’；子．’　二　／　：　　θ　1　　ノ 一 一 〃
B一Ψ 乙．∠♪　：　／　：　　！・：　　ク 一 一 ”
い1 ！4ビ　：　／　：　2　：　　0 一 一 モルクル
こ一正 ク．’∂　こ　／　’　　ρ　l　　o 一 一 ’，
こ一皿 　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，噤D6　∂　・　　／　：　　2　．　　ク 一 一 〃
c－1γ 久6ち：　／　：　～　：　” 一 一 ‘”
　供識体は3つのグループに分れる
　Aクループはオ2車の実験↓こ便用し廷弍一ぐ工同一の桐料を使用し、
供試体寸法も養生法も同じとした．3の三ち、A一皿ては、予め粗
骨材とモノレタノレの付着左なくしておく為に　x“ラフインを完く被覆
した砂利を使用した．予め容春の中ぺ八。ラフインを入れてη0蕪勘解
さ廿ておき、これへ砂利を技入する．十分砂利が熱せられてから取
り出寸と、砂利の表面に極めて蕩し、パラフィシの膜ができる．配合
は矛2章LZ便用した砂利コンクtJ　一一トA－1∠全く同亡である（表
一L3参照）．この他に・72コのA－1．A一口および’上途のA
一皿のコンクリート中のモルタル分と醜合の等しいモルタルを練り、
／oκ／o×3∂c彬のモルタル供試体A－IV　t用意した．試験時
の材今は納3月である．測定方法は矛2章の場合と同じT・ある．た
だ‘し、ヒズミの測定には・オケヅヂエン型ヒズミ計を使用した。
■“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45）
　Bグループはニート・セメント供試体である．木セメント比R8．
40、　ぷoおよび60Yaの4種のセノ㌧トソxa一ストを練り・／メノ
×a40衣の真鐵製型枠に⊇層につ完て、各層左二底面忍8　Ut　－t」の
曳き芯で声当につき固めrz．供試体は翌日脱型、材会t8日苛で水
中（、7－・．…c）養生1た后室内（・s～3・°e　）1乙放肌た・
測定時の材今は約3月である．測定しz当つてta　劇一1．24のような
蓑置をつくり、荷重↓乙は散弾左用いた．戯荷の膏領t摸ng的te示す
t，図弓25のようlc　rsる．ヒズミの測定にし通髄玩線ヒズミ計
（ゲージ長Rρ硯仇）を用いた・
’
（46）
図一1、24Fグルーフ。お・よひ⊂クll、一ナ傑試体㌧臨げ試験’k罐
4　二　　’i ∫　◇ 1tt’L狽煤@　pm　lT　ごqξジ　ニ
（47）
図一1、：≧5　　　［3　ク’tPレ　ー　フ゜お　よ孜　 （ン　クLノレー　フo
　　　　　供試体の蔵荷方法
　Cフループはモルタル供試体てある．セ〆ント：砂＝1：2（重
量ヒb）．水セメント比しま4、フ・／．　sク％お』よぴ6ご）％の．3種としτ．
モルタル供試イ本iつくつた．セメントしま誓這1ホ㍉レトヲンド・砂は七
北田川産のものでN・、3～，・妙縦の部分尼’けを用いた・天然の砂
は、凝友盾頁岩1多量に含んている・（ニー1▽の供記体に用いた秒に
しぶ凝双噴頁岩lt・’・；コ％（重量比）含まれており・比重は？・S3で
ある、⊂－1へ皿の供試体に用いた秒は・凝友噴頁岩五完全lz除去
した後L木洗いしたものてい比重ぱR∠／である．因みt之Aクル
ーアの実験・乙用しぽ砂は、一応精趨，てあるが・凝灰噴頁岩は完全
いよ除去されて恥ず○・s－一・．〈κ・醐部分について調ぺると約
A％合まれてし・る．練吐っEモ・レタノレは・X／X巽鰍順氣
製型楳しこR層しこフδbて．各層左底面茎分砺κの空き棒て入念につき
固めた．供試体はe々日脱型材令ミ9日まで水中（／ク～・？　R°c）
誉生、その後室内（／9～3ご・σc）し乙放置し尼．測定時の4才令は・
約3月で歩る，ヒズミの測定はBク’ルー7：の場合と同じである．
LIS　粗骨材ご矛1折点乙：，，屡1係
　コンクリートの応カーヒズ・ミ曲線ば　モルタル部分ピ粗肩‡才ビの
面看の性質が表われたもの∠考えることがでぎるが、コンクリート
の砂学逃定が良好で・　．丁信租融控隙を充7c了程厄モ’レタ’｝
（48）
ざ〒iいられる1うな樗合ほぽ．粗骨材が相互に噛合つて石り、荷重
のかなりの部分を粗骨材がうけE，つこtになる．従って、コンクリ
ートの変形は粗骨材の性噴　LZよつて大きく影響されるモのである・
ある点ま塊ピして、粗骨材自身の変形ぴ僧加するようなことがおる
ヒ、これがコンクリートの矛1折息乙ぽつて表われてくる可能性が
ある．砂利ピ棒石とでは、石賓も異ほるhNら・このよう頂京因によ
つて矛1拍点が生ずるものtすれば、砂利コンクリートと砕石コン
クリートとの矛1r所点の佃置は相異する筈である・ところが・図一
1．、tG　h・ら分るようLZ・．両嵩の矛備急のヒズミLa・．ほヒんど等しく
差異左認め進い．これからみろピ、粗骨材自自の変形がオ・1桁点左
生ずる原因た＼とは一寸考えられない．
　また、ある点左境として、粗骨材とモルタルとの付着が磁れるこ
ビが寿え5れる．付着が磁れると、コンクリートLZ　h’〉った荷聖の
うr，．粗骨材のうけもっ部分が滅少する．すはわろモルタル部分の
5けもつ荷書が増し、変形量も増加する．粗骨材が冥なれは∵付着
の破れる点む奏なる害である．ところが・砂利コンクリートA－1
と砕石コンクリートA－コピは周じイ丘置tr矛1折点を生・1∵ているか
5、やはり、これも矛4拍点Z生ずる烹因tL：寿　Z．られない．
　しかし、A一皿供試休はこれ左確める目的で用鳶したものである
から、念の尼め、検討を加えてみよう．A一皿供言式体ではモルタル
ピ秒利ピの付着左なくして為ろ．？1折点がこの付着tz肉係ぴあ7．
ものtすれば’、，4一皿ではA－1の楊合のようほカ1：前点が認めら
れない筈である．供試体4－∬口つLtτrVC．刀　一一ヒズミ曲線を家める
ピ、図一1、　15の点緯のようになる．普適の砂利コンクリートA－1
tz比べて、ヒズミが犬きく、巴（いる．これは、粗骨．材とモルタルと
の周の付着左なくしτあるため、当然考え1うれることである、　Xこ
ろが、応肩とヒズミの筒係変対1数グヲフに図示すると・図一1・26の
ように伎り＿A⇒1の虜合と局じように、ヒズミノR．！x／o－’　sの
ところ12矛1緬点があ5われている．この結票がらみても・矛1：折
点の生ずるのは粗脅材ピモルタルの付着が砿れるためではないといえる．
